
話し合いの内容
１  工事の現状と今後の見通し

２  今後の地域づくりに向けた意見交換

　  テーマ１｜地域づくりの方向性を確認しよう

　  テーマ２｜今後の取組を考えよう

３  各グループのご意見紹介

　手稲山口地区の北海道新幹線ト
ンネル掘削土受入地への発生土の
受入れにあたり、工事の安全性の
確認とともに、地域課題の共有を
図り、住民同士の意見交換やそれ
に基づく活動を通じて地域の活性
化に寄与することを目的に設置す
るものです。山口西町内会、山口
東町内会から推薦された住民等で
構成されます。

　事務局として札幌市新幹線推進
室と北海道新幹線の建設主体であ
る鉄道・運輸機構北海道新幹線建
設局が参加しています。

手稲山口
地域協議会だより令和４年12月発行

手稲山口地域協議会事務局

第5回地域協議会を開催しました！
　12月 11日 ( 日 ) に第５回地域協議会を開催しました。

　鉄道・運輸機構から、受入地の工事の状況と今後の予定
などについて説明しました。また、来年度以降の協議会の
進め方について確認した後、参加者 8 名がグループに分か
れて、今後の地域づくりのために必要な取組について意見
交換を行いました。

地域のみなさまと一緒にこれからの手稲山口地区を考えていくため、手稲山口地域協議会の活動をお知らせします

Vol.5

手稲山口地区の地域づくりを考え・実践する場

工事の見守り

◯手稲山口地域協議会だよりの発行

◯工事の安全性の確認 ◯地域課題の共有・跡地
　利用に関する検討
◯農産物の PRなど

手稲山口の

地域づくりに

必要な取組は
？

 地域づくり

活動の地域共有

手稲山口地域協議会について
いただいたご意見は裏面へ

手稲山口地域協議会の取組イメージ



[ お問い合わせ ]　札幌市まちづくり政策局新幹線推進室新幹線推進担当課
〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所本庁舎5階　TEL：011-211-2378　FAX：011-218-5112

Q.遮水壁の工事が始まっているが、大きな音が出ていることはないか。

A. 周辺にお住まいの方々に確認しながら進めており、音が気になるという声は寄せら
れていません。

Q.遮水壁の工事はいつ頃まで続くのか。

A.冬の間も順次工事を進め、全体としては来年の９月～10月に終了する見込みです。

３

２

１

・手稲山口地区の魅力資源
や課題の確認

・令和４年度のまとめ

● 第５回地域協議会の主なご意見

● 今後の開催予定

前回の協議会を受けた
ご報告

工事の現状と今後の見通し

地域づくりについての意見交換

【産業の価値を高める】
・ブランド野菜の魅力の発信に加えて、都市近郊地域
のメリットを活かした活気ある地域づくりが必要。

・国道から畑が見えないため、農業が盛んという特徴
が感じられない、車で通過する地域となっている。

・海や山、ゴルフ場やスキー場に近いことから、通過
するだけではなく、車を降りて立ち寄れるような、
農産物直売所やキャンプ場など、農業・観光・アウ
トドアを楽しめる場所ができると良い。

・カーボンニュートラルなど、新しい視点を取り入れ
ながら、農業の取組を進めていけると面白い。

・農産物直売所には夏場に多くの人が訪れているため、
仮設の施設でマルシェなどをやってみても良いので
はないか。子ども達など、みんなが集まりくつろげ
るような場所ができると良い。

・山口緑地パークゴルフ場西コースのトイレの改修
（洋式化と簡易水洗化）を進めています。　　　　
春には工事が終了する予定です。

6月 １０月 １２月 ２月

第3回協議会 第４回協議会 第５回協議会 第６回協議会 
・地域づくりの方向性
の確認

・今後の取組について
　の確認

済済 済

【将来の土地利用を考える】
・現状の土地の使われ方や、耕作放棄地の割合などを
調べてみることは大切である。そのうえで、課題や
改善点について整理したい。

・自然豊かな場所で暮らしたいといった若い世代の移
住地としての可能性もあるのではないか。

・農地を受け継いでいくためにも、現状に対応した土
地利用の制度やルール作りが必要である。

・受入地の活用についても、地域づくりの取組と位置
づけて検討していく必要がある。

【大事な文化を継承する】
・拠点となる施設があれば、風雪太鼓の発表や練習の
場に活用できるのではないか。

【地域の担い手を育てる】
・農業の新しい担い手を受け入れる取組が必要である。

・新しい取組を進めていくために、大学と連携してい
けると良い。学生さんの農業アルバイトの受入れな
どにもつながっていくのではないか。

・次世代を担うメンバーで実践に向けて話し合う機会
を来年度からつくりたい。どんなメンバーで、どん
なテーマで実施するかを考えられると良い。

　前回の協議会で整理した地域づくりの４つのテーマについて、これまでのご意見を確認しながら、
今後の地域づくりのために必要な取組のアイデアなどを出し合いました。


